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２月２０日（金）５・６校時、体育館にて生徒会主催の「３年生を送る会」が行われました。実

行委員長のあいさつの後、実行委員企画のクイズや３年間の思い出を振り返るスライド放映を行

いました。１２月から準備した企画が盛り上がったので、３年生はもちろん、実行委員もうれしか

ったようです。３年生からは、代表者の感謝の言葉と、RADWIMPS「正解」の合唱をプレゼント

されました。式の最後に見送られる３年生と見送る１・２年生には、寂しさと感謝とが入り混って

いたように感じました。実行委員会の皆さん、心温まる手作りの「３年生を送る会」の計画から実

施まで、ありがとうございました。 

３年生を送る会 
   

２月５日（木）５・６校時、２年生は立志式を行いました。立志という節目を迎え、将来に向け

て志を立て、次代を担う人としての誇りと責任を自覚する機会とすることを目的として実施してい

ます。中央委員の生徒が、立志を迎える心構えなどをまとめた話をした後、記念公演として、ラー

ト競技日本代表の松浦祐希先生からご講話をいただきました。松浦先生は、トップアスリートとし

て活躍しながら、宇都宮大学で准教授として教鞭を振っていらっしゃいます。松浦先生からは、こ

れまでの競技人生を交えながら、ラート体験や中学生へのエールなど、楽しいお話をいただきまし

た。「自分の志に向かって進んでいくことは必ず自分を助けてくれる」「誰にでもできることを、

誰にもできないほど続けたら、いつか必ず誰もまねできないところへ辿り着く」など、生徒たちの

心にたくさんの言葉を残してくださいました。 

２年生 立志式 

カラーでご覧ください（豊郷中 HP） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５日(木)１・２年実力テスト・県立一般入試 

６日(金)金 1～４・６ 卒業式準備 

９日(月)同窓会入会式（３年）表彰式・卒業式予行 

１０日(火)卒業式 特別日課 

１１日(水)県立一般入試合格発表 

１２日(木)木 1256・生徒会役員立会演説会・投票 

１３日(金)金 13456              

１６日(月)専門委員会 

 １７日(火)火２３４５６ 

１９日(木)木２３４５６ 

２０日(金)春分の日 

２３日(月)大掃除 

２４日(火)修了式 

２５日(水)～4 月 7 日(火)学年末・学年初め休業 

２月１３日（金）５・６校時、１年生の総合的な学習の時間において、キャリア教育の一環

として、「職業人に学ぶ」と題して様々な職種の方から講話をいただきました。この学習は、

実際に仕事をしている方のお話を聞き、自分の生き方・将来の進路について考えを深めること

を目的に毎年実施しています。今年度は、旅行業、看護師、保育士、介護職、農業、写真家、

栃木ＳＣ職員の７名にご協力いただきました。それぞれの講師の方からは、仕事の内容や仕事

の適性はもちろん、学生時代に心掛けたほうがよいことなど、丁寧に教えてくださいました。

生徒は、２つの職種を選択し、真剣に話を聞いていました。具体物を用意してくださったり、

仕事の一部を体験させていただいたりして、社会とつながる一歩となりました。 

１年生 職業人に学ぶ 

【３月の主な予定】 

先日、保護者の方からお手紙をいただきました。２月８日

（日）、道路の北側に大雪が積もっているのを、３年生の生徒

が、一人で黙々ときれいにしてくれたという内容でした。「自転

車もよく通る道で、凍ると危ないと思いました。誰かのためにな

るといいなと思って、楽しんで雪かきしました。」とのこと。1

時間くらいかかったそうで、本当に素晴らしい行動です。教えて

くださった保護者の方にも感謝いたします。 

雪かきへの感謝 

【冬季オリンピックが終わって】２０２６年２月６日から２２日まで、冬季オリンピックミラノ・コル

ティナ５輪が開催されました。現地の競技時間の関係で寝不足になることも多かったのですが、アスリ

ートの熱い戦いに私は感動をもらいました。初めて大会に出場した若いアスリートから、この大会で引

退を表明しているレジェンドアスリートまでたくさんの選手が活躍し、日本は金メダル５個をはじめと

して合計２４個のメダルを獲得しました。競技の様子とともに、競技を終えた選手たちが、国や地域を

超えて、互いをたたえ合う姿が報道されました。競技に打ち込んできた者同士だからこそ分かり合える

ことがあるのだと胸が熱くなりました。メダルを獲得する、しないに関わらず、つらく厳しい練習を重

ねてきた道のりには、想像も及ばない苦労があったと思います。生徒たちも、一緒に過ごす仲間だから

こそ分かち合える日々や感動を大切に過ごしてほしいと願っています。 

 


